
＜小規模＞

例：

１学年２クラス

１２学級/校

＜適正規模＞

例：

１学年３～４
クラス

１８～２４
学級/校

◆クラス替えはできるが、人
間関係に配慮したクラス替
えは難しい

◆１人の差により単級になる
ことがありクラス環境が激
変する可能性がある(35人は
１クラス、36人は２クラス)

◆集団活動・行事の教育効果
が下がる

◆全体の教員数が少ない

◆児童、教員、保護者共に
様々な場面での一人当たり
の負担が増える

事象

等

事象

⚫人間関係や相互の評価が固定
化する

⚫子どもの逃げ場がない

⚫多様な意見に触れる機会が少
ない

⚫先生の手が入りすぎて頼って
しまう

⚫清掃活動等で児童一人当たり
の負担が増える

⚫中学に入った時の環境変化が
大きい

子ども
授業

教職員

⚫運動会などが盛り上がらない

⚫保護者（PTA）の一人にかか
る負担が大きい

学校行事、保護者

課題

⚫幅広い人間関係が築ける

⚫多様な意見に触れる機会があ
る

⚫相互の評価が固定化しにくい

子ども

授業

⚫経験、年齢、性別等バランスの
取れた職員配置ができる

⚫交換授業等、多くの目で児童を
見ることができる

⚫教員一人当たりの校務の負担を
分散できる

⚫出張や休暇等による教員不在時
のフォローが可能

⚫研修等の予定を調整しやすい

教職員

⚫行事が活性化する

⚫クラス数が多くなることで行
事等の割り振りが行いやすい

⚫保護者（PTA）の負担が分散
できる

学校行事、保護者

効果

事象
⚫支援の必要な児童を見つけに
くくなる

子ども
授業

教職員

学校行事、保護者

課題

◆人間関係に配慮したクラス
替えが行える

◆１人の差によるクラス環境
の激変が起きにくい

◆集団活動・行事が活性化す
る

◆全体の教員数を確保できる

◆教員の多様性を活かせる

◆施設などの利用面で制約が
出てくる

◆学年全体に教員の目が行き
届きにくい

◆行事や校外活動の際に注意
すべきことが多くなる

⚫学年全体に教職員の目が行き
届きにくい

⚫教職員間の連携が難しくなる

⚫意思決定に時間が掛かる

⚫チームティーチング、グループ別
指導、少人数指導等の多様な指導
形態がとりやすい

⚫集団活動・行事が活性化する

⚫集団活動・行事が活性化する
が、待ち時間等が増える

⚫特別教室や体育館等施設の使
用調整が必要

⚫教員一人当たりの校務の負担が
増える

⚫出張や休暇等による教員不在時
のフォローができない

⚫教職員によるチーム支援体制の
構築が難しい

⚫教員の研修会や協議等が活性化
しづらい

等

＜大規模＞

例：

１学年５クラス

３０学級/校
⚫行事や集会等の全校実施が難
しくなる

⚫児童数が多すぎることで校外
活動時の移動に支障をきたす

⚫行事の際の保護者席等の確保
が困難

等

⚫教員数が少ないためチーム・
ティーチングや少人数指導等の
多様な指導形態がとりにくい

⚫１クラスの人数が少ない場合、
班活動やグループ分けに制約が
生じる

⚫集団活動・行事の教育効果が下
がる

⚫余裕を持って特別教室や体育館
を使用できる

学校規模による事象と課題・効果等の整理
［小学校］

子ども
授業

教職員

学校行事、保護者

事 象

事 象

子ども

授業

教職員

学校行事、保護者

事 象

子ども
授業

教職員

学校行事、保護者

資料３

35人の場合

１学級

36人の場合

２学級

17人

３学級 ４学級

26

人
26

人
27

人

35

人
35

人

９人

４学級 ５学級

28

人
28

人
28

人

35

人
35

人

7人
35

人
35

人 28

人
29

人

１学年

105人の場合 106人の場合

１学年

35

人 27

人

140人の場合 141人の場合

１学年

35

人 18

人
18

人



◆発達段階に応じた人間関係
を形成しにくい

◆クラス替えはできるが、人
間関係に配慮したクラス替
えは難しい

◆全体の教員数が少ない

◆集団活動・行事の教育効果
が下がる

◆生徒、教員、保護者共に
様々な場面で一人当たりの
負担が増える

事象

等

事象

子ども

授業

教職員

⚫運動会などの行事が盛り上が
らない

⚫保護者（PTA）の一人にかか
る負担が大きい

学校行事、保護者

課題

⚫幅広い人間関係が築ける

⚫多様な意見に触れる機会があ
る

⚫相互の評価が固定化しにくい

⚫同年代の多様な仲間が居るこ
とで、自分の特徴や得手不得
手、学習状況を自覚すること
ができる

子ども

授業

⚫経験、年代、性別等バランスの
取れた教員配置ができる

⚫１学年４クラスの場合、５教科
を学年単位で受け持つことがで
きる

⚫教員一人当たりの校務の負担を
分散できる

⚫出張や休暇等による教員不在時
のフォローが可能

教職員

⚫行事が活性化する

⚫クラス数が多くなることで行
事等の割り振りが行いやすい

⚫保護者（PTA）の負担が分散
できる

学校行事、保護者

効果

事象

⚫生徒による自主的な活動をす
る際、統制が取りにくい

⚫一人一人が活躍する場や機会
が少なくなる

⚫支援の必要な生徒を見つけに
くくなる

子ども

授業

⚫学年全体に教員の目が行き届き
にくい

⚫教職員間の連携が難しくなる

⚫意思決定に時間が掛かる

教職員

⚫行事や集会等の全校実施が難
しくなる

⚫生徒数が多すぎることで校外
活動時の移動に支障をきたす

⚫行事の際の保護者席等の確保
が困難

学校行事、保護者

課題

◆発達段階に応じた人間関係
を形成しやすい

◆人間関係に配慮したクラス
替えが行える

◆１人の差によるクラス環境
の激変が起きにくい

◆全体の教員数を確保できる

◆教員の多数性を活かせる

◆学年での行動に制約が生じ
始める

◆施設などの利用面で制約が
出てくる

◆学年全体に教員の目が行き
届きにくい

◆行事や校外活動の際に注意
すべきことが多くなる

⚫集団行動・行事が活性化するが、
待ち時間等が増える

⚫特別教室や体育館等施設の使用調
整が必要

⚫体育館や校庭を２クラス以上で使
用することが恒常的に生じ、用具
の不足や安全管理に懸念が生じる

⚫チームティーチング、グループ別
指導、少人数指導等の多様な指導
形態がとりやすい

⚫集団活動・行事が活性化する

⚫２学年以上の授業を受け持つこ
とになり、授業準備等の負担が
増える

⚫教員一人当たりの校務の負担が
増える

⚫出張や休暇等による教員不在時
のフォローができない

⚫教職員によるチーム支援体制の
構築が難しい

⚫教員の研修会や協議等が活性化
しづらい

⚫発達段階に応じた集団規模を
形成できない

⚫人間関係や相互の評価が固定
化する

⚫幅広い人間関係が築きにくい

⚫多様な意見に触れる機会が少
ない

⚫清掃活動等で生徒一人当たり
の負担が増える

等

等

＜小規模＞

例：

１学年２～３
クラス

６～９
学級/校

＜適正規模＞

例：

１学年４～６
クラス

１２～１８
学級/校

＜大規模＞

例：

１学年７クラス

２１学級/校

⚫教員数が少ないためチーム・
ティーチングや少人数指導等の
多様な指導形態がとりにくい

⚫１クラスの人数が少ない場合、
班活動やグループ分けに制約が
生じる

⚫集団活動・行事の教育効果が下
がる

⚫余裕を持って特別教室や体育館
を使用できる

学校規模による事象と課題・効果等の整理
［中学校］

子ども

授業

教職員

学校行事、保護者

事 象

事 象

子ども

授業

教職員

学校行事、保護者

事 象

子ども

授業

教職員

学校行事、保護者
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クラスサイズ

１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
人
数

（人）

（人）

１学年あたりの人数

（参考）１クラス３５人の場合のクラスサイズ


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

